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　要約：愛育病院で1989～91年に出生した児のうち、極小未熟児、ダウン症候群児を除き、保健指導部で生後1～

36か月時に健診した乳幼児2297名を対象とした。欧米人との国際結婚で生まれた乳幼児の体重や身長は、日本人と

比較して、生後1～2か月まではやや大きく、その後の乳児期はほぽ同じで、幼児期以降はまたやや大きく、日本人

と欧米人とほぼ中間の身体計測値であった。これら国際結婚出生児の発達遅速傾向は、米国の乳幼児の発逮とほぼ同

様であり、両親共に日本人の場舎と比較して、3か月児の頭をあげる割合、1歳半児の2語文の割合、2歳半児の衣

服の着脱の割合等が多かった。国際結婚出生児の場合、1歳前後で言葉の発達が多少遅くても余り心配ないと考えら

れる。愛育病院で出生したアジア人の場合、乳幼児の発育・発達は日本入とほぽ同じであった。

見出し語：　乳幼児の発育・発達、国際結婚、発育・発達の比較、乳幼児健診
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1　目的

　夫または妻が日本人で、他方が外国人である国際結婚

数は1977年以降、ほぼ毎年増加している1㌔現在は国際

化の時代となり、健康診査や保健指導の現場で、国際結

婚で出生した乳幼児や外国人の乳幼児と接する機会は多

くなっている。しかし、国際結婚で生まれた乳幼児の発

育や発達についての調査は少ない2・3〕。そこで比較的国

際結婚での出産の割合が高い愛育病院出生の乳幼児を対

象に、保健指導の現場から分析を試みた。日本人や外国

人の乳幼児と発育や発達等を比較することによって、よ

り良レ、小児保健サービスが行われるよう資料を得ること

を目的とした。

II対象

　対象は、 総合母字保健センター愛育病院で1989年4月

から1991年2月に出生した2324名のうち、両親の国籍不

明児（18名）、極小未熟児（8名）、ダウン症候群児（

1名1） を除き、伺センター保健指導部を健康診査のため

受診した乳幼児2297名（男児1181名、女児1116名）であ

る。この対象児のうち、両親とも日本人は2022名（以下

A群と略す、88。0％）、父親が日本人で母親が欧米（含

豪州、ソ連）人は24名（B群、1．0％）、母親が日本人

で父親が欧米人は68名（C群、3．0％）、両親とも欧米

人は133名（D群、5。8％）、少なくとも片親が（日本を

除く）アジア人は45名（E群、2。0％）曳少なくとも片

親が中南米人は5名（0．2％、人数が少ないため以下、分

析は省略した）であり、親がアフリカ人である乳幼児は

一人もいなかった。

皿　方法

　保健婦等による計測、また、母親への間診により弔載

されている保健指導部カルテ4レをデータシートに書き写

した後、京都教育大学の大型コンピューターでS　ASを

使用し分析した。

1、発育の比較
　A～E群に関して、各月齢別、また男女別に体重と身

長の平均値±標準偏差値を求めた。比較的受診児数が多

かった1、’2、3、4、5、6、7、8、9、10、

11～12、　17～18、　23～24、　29～30、
35～36か月時点で解析を行った。月齢表示は・例え

ば1か月児め場合、生後1か月0日から1か月30日ま

での受診時点での身体計測値である。

2、発達の比較
　A～E群に関して、各月齢別に、ある発達項目等が可

能であったかどうかの達成割合を求め、1～36か月児

を評価した。　「1、発育の比較」と同様の月齢で解析を

行った。

w　結果

1、発育の比較
　比較的受診児数が多かったA、C、D群の体重を表1

に、身長を表2に示す。A群とt検定により比較し、C、

D群の計測値に有意差が認められた場合、↑印をつけた。

受診児数が4人以下の月齢では…を示した。

　D群の体重は、A群と比較し男女共、1、2か月児と

7か月児以降ではやや重く、3乍6か月児ではやや軽い

傾向がみられた。この結果は、日米英の乳幼児の身体計

測値を比較した他の調査5》と同様の結果であった。しか

し、有意差が認められた月齢は、受診児数が比較的多か

った1か月児、11～12か月児等のみであった。

　D群の身長は、A群と比較し男女共、全ての年月齢で

高い傾向がみられ、いくつかの年月齢では有意差が認め

られた。

　C群の体重や身長に関しては、受診児数が少なか？た

ため、A群と有意差が認められる年月齢は少なかった。

しかし、A群と比較して体重や身長はどちらかというと

やや大きめで、A群とD群との中間の計測値である年月

齢が比較的多かった。

　B群の1か月児の体重は、男児4672±533g（受診児数

12人、A群と比較し有意に重かった、p＜0。01）、女児

4248±372g（10人、以下有意差なし）・身長は・男児

54．6±1．9c皿（12人）、女児53．9±L6cm（10人）であっ

た。B群の2～12か月児の体重や身長は、A群と比較

してやや小さい傾向、17か月以降になるとまたやや大

きくなる傾向があった。しかし、2か月以降は男女別受

診児数が多い月齢でも7人と少なかったので、詳しい分

析は省略した。

　E群の1か月児の体重は、男児4475±584g（19人）、

女児4153±512g（24人）、身長は、男児54，3±1．8c皿（

19人）、女児53．5±1．7cm（24人）と、A群と比較し有

意差は認められなかった。E群の中で両親共アジア人の

乳幼児の場合、A群の発育値とほぼ同じ値である年月齢

が多かったが、片親が日本人の場合、A群の発育値より

やや大きい傾向が認められた。しかし、男女別受診児数

は多い月齢でも11人と少なかったので、詳しい分析は

省略した。
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表2　親の国籍別、月齢別の身長（cm）

第30集

月齢 A群

男子【平均値±標準偏差値

　　　　　　C群

（人数）】

D群 A群

女子【平均値±標準偏差値

　　　　　　　C群

（人数）】

　D群

1か月児 53．7±1．9c皿

（1044人）

54。0±1．7cm

　（29人）

↑54．4±2．Ocm＊＊

　　（63人）

52。9±1．8cm

（956人）

↑53．6±1．8c皿＊

　　（39人）

↑53。9±2．Ocm＊＊＊

　　（67人）

2か月児 58．7±2．3

（442）

58．9±2．9

　（19）

↑61．2±2。9＊＊＊

　　（17）

57。4±2．2

（412）

58．2±2．2

　　（23）

58．3±1．5

　　（12）

3か月児 61。1±2．0

（682）

60．9±2．0

　（15）

↑62。0±2．8＊

　　（29）

59．8±2．0

（603）一

60．0±1．7

　（28）

60。5±1．9

　（33）

4か月児 64．2±1。9

（187）

65．1±2。0

　（6）

●　●　ゆ

62．8±2．2

（172）

64．0±2．3

　（7）

63。1±2．2

　（8）

5か月児 65．8±2。1

（356）

65．7±2．0

　　（7）

66。1±2．7

　（10）

64．3±2。1

（322）

64．8±1。2

　（19）

64。7±2。8

　（8）

6か月児 67．6±2．0

（478）

68。0±2。0

　（17）

68．2±2．2

　（13）

66．1±2．1

（469）

66．5±2。0

　（14）

↑67．5±2．2＊

　　　（11）

7か月児 69．1±2．3

（324）

70．2±2．8

　（7）

70．8±3．6

　（8）

67．5±2．2

（279）

67．9±2．0

　（15）

68．1±1．5

　（5）

8か月児 70．4±2．1

（220）

71．0±2．5

　（7）

■　●　●

69．2±2。0

（189）

69。3±1．5

　（10）

o　●　●

9か月児 71。7±2。2

（518）

72．0±1．7

　（9）

72．5±2．9

　（12）

70．1±2。2

（500）

71。0±2．2

　（19）

』↑71．9±2．1＊＊一

　　　（13）

10か月児 72．7±2．3

（194）

72．9±2．5

　（7）

73．6±1。5

　（6）

71。3±2．0

（正65）

711
5±2。2

　（8）

g　g　r　　

11～12

か月児

75．1±2。4

（762）

↑76．4±2．8＊

　　（23）

↑76。5±2．6＊

　　（15）

73。7±2。3

（716）

74。5±2．3

　（29）

↑75．6±2。7＊＊

　　（16）

17～18

か月児

80．9±2．5

（621）

80．7±2．6』

　（15）

82．5±3。0

　（9）

79。7±2．5

（585）

80．5±2．6

　（22）

↑82。0±3．8＊

　　（7）

23～24

か月児

85。9±3．0

（640）

85．5±2．6

　（14）

↑89．2±4．5＊＊

　　（8）

84。5±2。9

（616）

↑87．0±3．1＊＊＊

　　（19）

86．9±4．2

　（5）

29～30

か月児

89。7±3．3

（388）

89。5±2．6

　（6）

ひ　曹　o
88。6±3．3

（400）

↑90。9±2．8＊＊

　（15）
　　●　．　9

’

35～36

か月児

94．3±3。3

（352）

93．0±2．8

　（8）

o　　o　　o

93．1±3．3

（339）

↑95．3±3．2＊

　（11）

，　9　9

＊　pく0．05、　＊＊：pく0。01、　＊＊＊ pく0．001、　…　　＝受診児数4人以下のため省略
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2、発達等の比較

　受診時の主訴数に関しては、A群と比較して、D群は

ほとんどの年月齢で少なく（1、11～12、17～

18、23～24か月は有意、pく0．001～0．05）、E

群も同様の傾向であったが、有意な年月齢は認められな

かった。B群やC群の場合には、その傾向は認められな
かった。

　発達の達成割合に関しては、A群と比較して、B～壼

群において有意差が認められた発達項目とその達成割合

を表3に示す。B、C群で有意差があった項目は、D群

表3　親の国籍別、月齢別、発達等の達成割合

月齢 発達等の項目 み群 B群

達成割合（達成可能な人数／受診児数、

　　　　　　C群 D群

％）

　E群

1か月児 微笑 1928／1954

8．7％

エ9／22

86．4％＊＊＊

64／66

7．0％

104／127

81．8％＊＊＊

42／42

100％

2か月児 音の方に首をまわす 784／840

3．3％

　6／9
66。7％＊＊

38／40

5．0％

2β／29

9．7％

18／18

00％

3か月児 腹臥位で頭をもち上げる 1036／1133

1．4％．

・9／10

0．0％

41／41

100％＊

52／54

6．3％

15／工6

3．8％

9か月児 玩具を取られるとおこる 890／1000
9．0％

9／10
0．0％

26／28

2．9％

18／24

75．0％＊

13／14

2．9％

11～12

か月児

簡単な命令を理解し行動 1078／H76
1．7％

工0／11

0．9％

34／42

81。0％＊

23／23

00％

17／17

00％

17～18

か月児

二語文

ぐり．描き

241／605

39．8％

172／1195
8．1％

り，

／7

00％

11／15

73．3％＊＊

7／37
100％

　8／10

80．0％＊

4／16
87。5％＊

3／6

0．0％

1／1エ

00％、

23～24

か月児

っかまって階段のぽりおり

眠に関する問題なし

　　　　　r
190／1256
94．8％

056／1155
91．4％

7／7

00％

　　o　　●

28／33　　　　 13／13

00％

／9

8．9％

U／12
1．7％

／10

0．0％

29～30

か月児

三輪車に乗ったことがある

眠に関する問題なし

衣服着脱を自分でしたがる

681／763

9．1％

31／677

3．2％

57／745

4．8％

o　　o　　o

　O　o

　隆　9

15／21

71。4％＊

3／17
76．5％＊＊

9／20
95。0％＊

り　9　●

　　o　　・

　，　●

10／10

100％
／8

7．5％

／＄77．8％

＊；p＜0。05、　＊＊；p＜0．01、　＊＊＊’p＜0。001、 ．受診児数4人以下のため省略
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でも同様の傾向である項目が多かった。E群にはA群と

有意差が認められる項目はな々った。年月齢とともに受

診児数は少なくなっていたが、ことにB群、D群で顕著

であった。

V　考察

　対象となった国際結婚や外国人の乳幼児数は必ずしも

多くはなかったが、日本の乳幼児をコントロールとして

比較する意味では、同一の病院で出生し同じ基準で健診

している乳幼児を比ぺることは大切であろう。

　各国別に分析すると、対象数がさらに限られたものに

なるので、今回の調査では大陸別に集計した。主に白人

である欧米人、主に黄色人種であるアジア人の人数が比

較的多かったの宅、それらをまとめた。対象数の都合で

前者は父母の国籍別に集計したが、後者はまとめて集計

した。

　母親が日本語を話せない場合、保健指導部受診率は月

齢と共に低くなっていたので、ことに母親が欧米人であ

るB、D群では年齢と共に対象数が少なくなった。

1、発育の比較
　今回調査の中で日本人のみの結果は、厚生省調査の乳

幼児身体発育調査結果6，と比較して・生後6か月未満の

乳児の体重と身長はやや低い計測値を示した。この理由

は、保健指導部受診日が各月齢の早い時期に比較的集中

していたためと考えられる。生後6～36か月児の体重

や身長は、今回の調査値と厚生省値とほぼ同じであった

ので、今回の調査値は、日本の乳幼児の身体計測値をほ

ぼ代表していると考えられる。

　欧米人との国際結婚で生まれた乳幼児の体重や身長は、

日本人と比較して、生後1か月ころまでは（ことに母親

が欧米人の場合）やや大きく、その後の乳児期はほとん

ど同じで、1歳過ぎて幼児期になるとまたやや大きくな

っていた。混血児の発育値は、生後半年以降漸次、日本

人より大きな値を示す等とした以前の報告3｝とほぽ同様

の結果であった。欧米人との国際結婚出生児の身体計測

値を平均値としてみれば、日本人と欧米人との中間値で

あると考えられる。

2、発達等の比較

　健診受診時の主訴数は、両親共に外国人の場合は少な

かったが、 どちらか一方の親が日本人の場合には必ずし

もその傾向は見られなかった。後者の場合、日本語での

意思疎通が十分可能なためと考えられる。

　乳幼児の発達に関しては、両親共に日本人の場合と比

較して、一方の親が、または父母ともに欧米人の場合、

1か月児が微笑する割合等は少ないが、3か月児の頭を

あげる割合、1歳半児の2語文の割合・2歳半児の衣服

の着脱の割合等が多い点は、以前の日米比較研究とほぽ

同様であった7・8，。欧米人との国際結婚出生児の発達遅

速傾向は、米国の乳幼児の発達とほぼ同様と考えられる。

　国際結婚出生児の場合、両親が異なる言語で乳児に話

しかけるためか、12か月児が簡単な命令を理解して行

動する割合は少なかったが、2語文獲得は比較的早かっ

た。国際結婚出生児は1歳前後で雷葉の発達が多少遅く

ても余り心配ないと考えられる。

　また、欧米人との国際結婚出生児の場合、2歳児が階

段のぼりおりできる割合や三輪車に乗ったことがある割

合が少ない傾向がみられた。この傾向は、「①最近の

二、三歳児の発達」で前述した最近20年くらいの発達

や生活習慣の変化と同様の傾向であった。国際結婚出生

児の場合、時代をより先取りした生活をしていると考え

られる。

　少なくとも片親がアジア人である乳幼児の場合、日本

人と有意差のある発達項目はなかった。愛育病院で出産

するような比較的裕福なアジア人の場合、乳幼児の発達

に関しては日本人とほとんど同じとみてよいと考えられ

る。
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